
平成 30 年度第３回日本薬科大学生涯教育研修会(24 回)	
 開催案内  
主催：日本薬科大学	
 後援：（一社）埼玉県薬剤師会  

日本薬科大学同窓会  

次	
 第 
 

1.  日時	
 	
 平成 31 年 2 月 2 日（土）	
 15 時 30 分～17 時  
2.  場所	
 	
 日本薬科大学	
 721 講義室（埼玉県北足立郡伊奈町小室 10281）  
3.  演者	
 	
 本田	
 あきこ	
 先生（日本薬剤師連盟	
 副会長）  

	
 	
 	
 「愛、希望、これからの医療と薬剤師」  
4.  講演要旨	
 	
 	
 	
  
	
 薬剤師の任務は、薬剤師法第一条で規定されている。その任務の目的は「国民の健康な生

活を確保する」ことであり、医師の任務の目的も完全に同じである。医薬分業とは単なる業

務上の分担ではなく、相互チェックの仕組みである。災害時の薬剤師の役割は重要であり、

機能を発揮するには他の医療関係者等との連携が大切である。６年制となった薬剤師の業務

はどのように変わっていくのだろうか。少子高齢社会が進む中で、２０２５年の地域包括ケ

アシステムの構築に向けて施策が進んでおり、その中で薬剤師は他の医療関係者と連携を取

りながら、患者の「かかりつけ薬剤師」としての機能を発揮していかなければならない。一

方で、機械化が進んでおり、薬剤師業務は対物から対人にシフトすることが求められている。  
	
 医師が処方箋を患者に交付し、薬剤師が調剤して薬剤を患者に交付するという医薬分業制

度は欧米では当たり前の仕組みであるが、日本では５０年前から徐々に進展してきた。  
	
 これからの薬剤師は、地域住民から信頼され、愛される薬の専門家でなければならない。  
5.  参加費：	
 無料  
 
6.  申込方法	
 下記の申込書に記載の上、FAX でお申し込みください．  
 
7.  問い合わせ先  〒362-0806  埼玉県北足立郡伊奈町小室 10281 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  	
 日本薬科大学	
 生涯教育研修会事務局  

山岸純一	
 中島孝則  
   TEL 048-721-1155	
 FAX 048-721-6738 
 
なお，参加者には	
 財）日本薬剤師研修センター研修受講シール 1 単位を配付いたします．  
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  

平成 30 年度第３回日本薬科大学生涯教育研修会(H31,2,2)	
 参加申込書  
 

ご芳名  
フリガナ  
 

ご勤務先  

ご勤務先住所  

ご勤務先電話番号  

日本薬科大学生涯教育研修会へのご参加について教えてください  
	
 初めて	
 □	
 	
 	
 2 回目	
 □	
 	
 	
 3 回目以上	
 □  

日本薬科大学卒業生の方は、チェックをお願い致します	
 	
 	
 □（	
 	
 	
 年卒）  

※研修会当日、この用紙を受付にご提出ください。  

日本薬科大学	
 FAX 048-721-6738 


